
北海道余市町「美食都市アワード2026」を受賞

― ワインを核としたまちづくりが国内外から高評価 ―

PRESS RELEASE

北海道余市町（町長：齊藤啓輔）は、一般社団法人美食都市研究会が主催する「美食都市アワード

2026 」において、全国の候補都市の中から受賞都市の一つに選定されました。本アワードは、地域

固有の食文化や食を軸としたまちづくりの取り組みを評価するもので、全国 54 都市・エリアの中か

ら厳正な審査を経て、余市町を含む 4都市が選ばれました。

2026 年4月6日

北海道余市町

「余市町は、⽇本を代表するワイン産地として国際的な評価を獲得している「美⽇の街」です。

ピノ・ノワールやシャルドネなどのワイン⽇ぶどうの栽培が盛んで、 2018 年以降「ワインで⽇点突

破」を掲げた町⽇のリーダーシップのもと、農家への補助⽇制度や⽇産者⽇援など、ワインを軸と

した地域振興策を展開しています。⽇治体が主導する戦略的な取り組みにより、ワイン産業を核と

した地域経済の活性化が着実に進み、 9⽇に開催するワインフェスティバル「ラ・フェト」は発売と

同時に⽇場券が完売するほど。

また、ニッカウヰスキー余市蒸溜所をはじめとする⽇と観光が融合した地域資源が豊富で、国内

外からの観光客の誘致にも成功しています。地元産ワインと⽇材のマリアージュを楽しめるレスト

ランやイベントの開催など、⽇を軸にした新たなビジネスや⽇化の創出が進んでおり、地域固有の

⽇化と⽇の魅⽇を最⽇限に活かしています。」

受賞理由（美食都市研究会ホームページより）

報道関係者各位

Tel: ０１３５ー２１ー２１１７

余市町役場 総合政策部政策推進課 担当：白鳥

プレスリリースについてのお問合せ

Mail ： s.cyousei@town.yoichi.hokkaido.jp

余市町長 齊藤啓輔 コメント

生産、流通、加工、販売、サービス等々、本町の食の取り組みに関わる全ての皆さまのこれまでのご尽

力が結実したものであり、心から敬意を表するとともに、皆様と一緒に喜びを分かち合いたいと思い

ます。今後も、本町の強みである食と観光をさらに磨き上げ、世界に誇れる美食のまちとして持続的

な発展を目指してまいります。
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